
　

JA広報

　４月２８日、ＪＡ本店で第４５回通常総代会を開催しました。
　新型コロナウイルス感染防止対策のため、昨年に引き続き、会場に集まる参加者数を減
らし、時間を短縮しての開催となりました。
　詳細については２～３ページをご覧ください。
　また、総代会資料の内容を抜粋して掲載します。（14ページから 32ページまで）
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（2）令和５年６月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

４
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
第
45
回
通

常
総
代
会
を
開
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
総
代
の
皆
さ
ま
に
は

議
決
権
行
使
書
で
の
参
加
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
総
代
４
８
４
人
の
う
ち

４
７
５
人
（
本
人
出
席
78
人
、
議
決
権

行
使
書
３
９
７
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、
令
和
４
年
度
の
事
業

報
告
や
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
、
定

款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
な
ど
の
５
議

案
と
付
帯
決
議
を
審
議
し
、
議
案
す
べ

て
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議

案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

小
吹
敏
博
組
合
長
は
「
世
界
情
勢
の

変
化
に
よ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
や
生

産
資
材
を
は
じ
め
と
し
た
物
価
の
高
騰

や
自
然
災
害
な
ど
の
対
策
と
し
て
、
当

Ｊ
Ａ
か
ら
独
自
に
約
３
０
０
０
万
円
の

助
成
金
を
対
象
農
家
に
支
援
し
た
」
と

昨
年
の
Ｊ
Ａ
事
業
を
振
り
返
り
、「
今
後

も
、
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し

た
協
同
組
合
を
目
指
し
、
役
職
員
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
表
彰
規
程
に
基
づ
き

神
田
譲
市
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

議
事
の
議
長
に
は
、
加
久
藤
地
区
の

竹
中
雪
宏
総
代
を
選
任
。
南
谷
康
雅
専

務
理
事
が
５
議
案
と
付
帯
決
議
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
、
新
福
紀
夫
代
表
監

事
代
行
が
監
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に

向
け
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
政
策

の
確
立
に
関
す
る
特
別
決
議
」
を
執
行

部
が
朗
読
し
、
多
数
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

議
案
す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
承
認
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（3） 第５４２号 JA広報

ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

第
１
号
議
案

　

令
和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　

令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
関
連
事

項
の
承
認
に
つ
い
て

⑴
令
和
５
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

⑵
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

①
組
合
員
の
代
表
等
で
構
成
す
る
「
役

員
報
酬
審
議
会
」
に
お
い
て
、
諸

情
勢
を
検
討
し
て
出
さ
れ
た
答
申

結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
の

理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
総
額

３
０
２
６
万
１
３
１
２
円
と
し
、
各

理
事
の
報
酬
額
に
つ
い
て
は
そ
の
範

囲
内
に
お
い
て
理
事
会
に
一
任
す
る
。

（
理
事
11
名
）

②
組
合
員
の
代
表
等
で
構
成
す
る
「
役

員
報
酬
審
議
会
」
に
お
い
て
、
諸

情
勢
を
検
討
し
て
出
さ
れ
た
答
申

結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
の

監
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
総
額

９
７
２
万
３
０
０
０
円
と
し
、
各
監

事
の
報
酬
額
に
つ
い
て
は
そ
の
範
囲

内
に
お
い
て
監
事
会
に
一
任
す
る
。

（
監
事
４
名
）

第
３
号
議
案

　

定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規

程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

⑴
次
の
固
定
資
産
を
処
分
す
る
。

第
５
号
議
案

　

国
等
の
施
策
に
基
づ
く
奨
励
金
等
の

事
務
の
委
任
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
中
に
国
等
の
施
策
に
基

づ
き
、
農
畜
産
物
の
生
産
、
流
通
及
び

農
用
地
等
に
関
し
て
、
生
産
者
が
国
等

よ
り
支
払
い
を
受
け
る
奨
励
金
等(

調

整
金
、
助
成
金
一
切
を
含
む)

の
交
付

申
請
、
請
求
及
び
受
領
に
関
す
る
権
限

な
ら
び
に
返
還
に
関
す
る
事
務
を
組
合

に
一
任
す
る
。

付
帯
決
議

　

本
日
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に

関
し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
及
び
法

令
、
そ
の
他
行
政
庁
の
処
分
又
は
こ
れ

に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
場
合
に
必
要
な

字
句
の
修
正
を
な
す
こ
と
を
理
事
会
に

一
任
す
る
。

報
告
事
項

⑴
労
働
保
険
事
務
組
合
の
労
働
保
険
料

の
納
付
状
況
に
つ
い
て

⑵
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に
つ

い
て

⑶
株
式
会
社　

ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市

葬
祭
の
令
和
４
年
度
事
業
報
告
と
令

和
５
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

⑷
株
式
会
社　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田

の
神
さ
ぁ
の
令
和
４
年
度
事
業
報
告

と
令
和
５
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

提
出
議
案

神田譲市さん
　組合員表彰規定により、ＪＡえびの市の
組合員、家族および組合員が構成する組織
で、他の規範となる個人、団体を総代会で
表彰するものです。

表彰者のご紹介

(単位：千円)

施設名 数量 金　額 住　所 面　積

土　地 １ 31,226 えびの市大字栗下字北田220番7 3,776.00㎡

土　地 １ 6,586 えびの市大字小田字小田西99番 741.71㎡

合　計 ２ 37,812 4,517.71㎡



（4）令和５年６月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

５
月
17
日
・
18
日
の
二
日
間
、
Ｊ
Ａ

え
び
の
市
年
金
友
の
会
は
、
え
び
の
市

文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
35
回
の
総
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

17
日
は
飯
野
支
部
、
18
日
は
加
久
藤

支
部
と
真
幸
支
部
の
会
員
ら
が
集
ま
り
、

２
日
合
わ
せ
て
会
員
約
８
０
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

堀
川
純
一
会
長
が
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

昨
年
度
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
全
て
の
行
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
会
員
同
士
の
絆
を
深
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
ト
ル
コ
・

シ
リ
ア
へ
の
支
援
、
年
金
友
の
会
の
会

員
拡
大
に
つ
い
て
会
員
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
本
部
役
員
会
と
支
部
役

員
会
で
承
認
さ
れ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
ほ
か
、
会

員
旅
行
に
「
湯
の
街
別
府
と
国
東
半
島

２
日
間
」「
伊
香
保
温
泉
と
鬼
怒
川
温
泉

の
旅
３
日
間
」
の
年
間
計
画
に
つ
い
て

資
料
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
鹿
屋
市
出
身
の
落
語
家
、

桂
竹
丸
さ
ん
に
よ
る
演
芸
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
、
会
場
は
笑
い
声
で
溢
れ
ま
し
た
。

　

年
金
友
の
会
で
は
今
年
２
月
に
ト
ル

コ
・
シ
リ
ア
で
発
生
し
た
地
震
に
対
す

る
支
援
募
金
と
し
て
、
会
場
に
募
金
箱

を
設
置
し
ま
し
た
。
大
変
多
く
の
皆
様

に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
２
日
間
で
総
額

１
万
５
，
３
５
０
円
の
募
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
５
月

25
日
に
年
金
友
の
会
を
代
表
し
て
堀
川

会
長
が
小
吹
敏
博
組
合
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。
今
後
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
会
を
通

じ
て
、
被
災
地
で
の
救
援
活
動
や
復
興

支
援
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

５月１７日　飯野支部総会

あいさつをする堀川会長

高座に上がる落語家の桂竹丸さん

５月１８日　加久藤・真幸支部総会

友
の
会
会
員
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
年
金
友
の
会

小吹組合長に手渡す堀川会長



（5） 第５４２号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

農業用廃プラスチック集積日
◎今月は塩化ビニールの集積月です◎

 ・集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
 ・時　　間　午前９時～正午迄
 ・集 積 日　６月２０日（火）

※ビニールとポリマルチは混ぜないでください
※決められた収集日に出してください。

JAからのお知らせ

〔ひとのうごき〕
　５月12日付で人事異動を実施しました。
〔退職〕
　◎５月12日発令
　　　〇山　下　諒　真（農機燃料課）

当日ご来場できない方は「きこえ」に詳しい専門スタッフが
ご自宅までお伺いします。

７月14日（金）

7月開催のお知らせ
きこえの相談会

無人ヘリコプター水稲農薬散布
申込受付中

無人ヘリによる水稲農薬の重点防除を実施します。
お申込みは各グリーンセンターまで。

【 散布内容 】
防除時期 病害虫名

１回目 ８月上旬
～中旬

ウンカ類

いもち病・紋枯病

２回目 ８月下旬
～9月上旬

ウンカ類・カメムシ

いもち病

※お申込み・お問い合わせ先※
グリーンセンター飯　野　33−2212
グリーンセンター加久藤　35−0451
グリーンセンター真　幸　37−0023

【申し込み期限】 令和５年７月７日㈮

おしゃれフェア
　５月２３日・２４日の２日間、ＪＡ本店２階で
おしゃれフェアを開きました。ジュエリーやカバ
ンなどの展示販売のほか、指輪のサイズ直しや
ネックレスの修理などのメンテナンスも行い、多
くの来場者が訪れました。



（6）令和５年６月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

ほおずき通信
（JA 女性部通信）

これを畑におくともぐら避け・
鳥避けになります。

◎ちょっと

○
ま る

○
ま る

なはなし

　５月１０日、ＪＡ女性部学習会を開きました。40名の参
加があり、南谷専務より県域JA構想の話を聞いたり、商品
研修・大腸ガンについての勉強会をしました。
　また、家の光を参考に「肩たたき棒作り」をし参加者全員
でワイワイ言いながら楽しい時間を過ごしました。

トン
トン

　５月１２日、晴天の下４８名の参加者で久しぶりに
グラウンドゴルフを楽しみました。
　　１　位　 山元 美智子さん
　　２　位　 高谷 千代子さん
　　３　位　 山野 悦子さん
　他にブービー賞、敢闘賞、当
日賞等あり皆さんに喜ばれま
した。

グラウンドゴルフ大会

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

◎お知らせ◎
　女性部の皆さんのご協力のもと、ト
ルコ・シリア地震被害支援募金に、た
くさんの募金が集まりました。
　ご協力ありがとうございました。



（7） 第５４２号 JA広報

「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

材料（2人分） 作り方
①エビは背ワタを取り、尾を残して殻をむいたら、白こしょうを振って青

ジソを巻く。
②①の表面の水分を拭き取り、小麦粉（分量外）をうっすら全体にまぶす。
③衣を作る。ボウルに氷水を当て、衣の材料を小麦粉、水、牛乳の順に加

えて箸でダマが残るくらいに混ぜる。②のエビを衣にくぐらせ、170度
に熱したサラダ油で揚げる。

④器に盛り、レモンを添える。

ミルク衣で減塩に

エビのしそ巻き天ぷら

レシピ●料理家・管理栄養士 小山浩子さん
出典●Jミルク「乳和食サイト」

毎月の本誌と年6回の別冊付録で
読者の思いに寄り添い、よりよい暮らしの実現に向けた

記事作りをしています　

グレードアップ
で を暮家

いえ

活
かつ

らし
お申し込みは
お近くのＪＡへ

定価（税込） 
●普通月号 629円　 
●付録月号（1・4・5・7・9月号）922円　 
●家計簿付き12月号 1,027円

エビ（ブラックタイガー）……6尾
白こしょう ……………… 少量
青ジソ………………………6枚
　　※計量後に冷蔵庫で冷やしておく
衣　小麦粉……………… 50g
　　水…………………… 50ml
　　牛乳………………… 50ml
サラダ油………………… 適量
レモン…………………… 適宜



（8）令和５年６月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
５
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

５
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、
５
月

期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
成
績
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

☆
５
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

５
月
10
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品
評
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
11
頭
が
出
品
さ

れ
、
成
績
は
下
表
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

☆
５
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

５
月
13
日
～
15
日
ま
で
の
３
日
間
、
西
諸
畜

連
で
５
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
成
績
は
上
表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約
や
値
引
き
等

発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管
理
に
は
充
分
注

意
し
て
下
さ
い
。
子
牛
生
産
検
査
以
降
に
発
生

し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ
な

こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談
す

る
か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

営
農
情
報

令和５年５月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(５年5月) 前回(５年4月) 前年(４年5月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 106 512,932 94 584,065 △71,133 104 556,135 △43,203

去勢 130 642,265 121 710,164 △67,899 129 696,010 △53,745

計 236 584,175 215 655,032 △70,857 233 633,576 △49,401

令和５年５月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞３席 第 1 3 8 ゆ り ㈱ 坂 元 農 場
壱等賞 た か ね 新 天 寺 　 博
〃 くすはな 1 7 1 楠 元 逸 夫
〃 こ こ 吹 上 裕 樹
〃 く み 塩 屋 大 吾
〃 み は る 大 澤 秋 男
〃 ち な み 北別府　美和子
弐等賞 あ り す 堂 原 昭 八

〃 きりしま 2 6 9 J A え び の 市
和牛繁殖センター

〃 ゆ う 盛 田 美 次
〃 ふ く は る 入 佐 幸 男

※壱等賞・弐等賞は、順列は付けてありません。

令和５年５月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 第 1 3 8 ゆ り ㈱ 坂 元 農 場
壱等賞１席 た か ね 新 天 寺 　 博
壱等賞 あ り す 堂 原 昭 八
〃 くすはな 1 7 1 楠 元 逸 夫
〃 きりしま 2 6 9 J A え び の 市

和牛繁殖センター
〃 こ こ 吹 上 裕 樹
〃 く み 塩 屋 大 吾
〃 ゆ う 盛 田 美 次
〃 ふ く は る 入 佐 幸 男
〃 み は る 大 澤 秋 男
〃 ち な み 北別府　美和子
弐等賞 みつまんひで 深 瀬 浩 一
〃 な な 山之内　小枝子
〃 第 9 4 5 あ さ 坂 元 幸 保
〃 第 9 4 2さちこ 坂 元 幸 保
〃 さ ち 拂　田　慶一郎
〃 ら ん 岡 原 正 巳
〃 ま り 塩 屋 大 吾
〃 第 1 3 9ぱるむ ㈱ 坂 元 農 場
〃 め ら 前 原 亮 太
〃 ひ め 6 3 4 松 元 丈 男

※壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません。

◎
畜
産
関
係
◎
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

早期の暑熱対策に努めましょう！
　梅雨に入ると、高温多湿の環境が続き、ストレスが発生しやすい時期です。この時期
の飼養管理には常に注意を払う必要があります。

　また、梅雨が明けると気温の高い日が続きます。子牛の病気や繁殖牛については、採
食量の減少、受胎率の低下等を招き生産性の低下が懸念されますので飼養管理には充分
注意してください。
　牛の快適温度は１５度～２５度となっていてえさ食いが良く、種付きも良いとされて
います。

　梅雨時期にはカビによる飼料の変質、堆肥の滞留や雨による床の汚染、蚊・アブなど
の吸血昆虫の発生等、飼養環境の変化によって病気が発生しやすい時期でもあります。
下記の対策を行ってください。

◎牛の周囲の気温を下げるため、風通しを良くし直射日光を遮る。（寒冷紗等の利用）
◎牛舎屋根等への散水。
◎送風機、扇風機等の活用により直接牛体を冷やす。
◎新鮮な水の給与を行う。（飲水場は直射日光の当たる場所は避けて設置）
◎密飼いを避ける事も効果的です。

◎濃厚飼料はまとめ買いを避け、保管は高温多湿な場所を避けて保管してください。
◎牛舎は湿りやすい時期ですので、こまめにボロ出しを行い、アンモニア等の発生を
　抑え悪臭防止に努めましょう。
◎電気殺虫器等早めの設置を行いましょう。
◎牛舎周辺の草刈り等環境整備の実施

暑熱の対策として、



（10）令和５年６月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

育
苗
管
理
に
つ
い
て

育
苗
の
充
実
と
土
づ
く
り
を
行
い
、
来
年

度
に
備
え
よ
う
!!

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
有
機
物
を
投
入
し
て
、
陽
熱
消
毒
の

実
施

２
．
炭
そ
病
、
う
ど
ん
こ
病
、
ハ
ダ
ニ
の

定
期
防
除

本
圃
の
管
理

・
土
壌
分
析
用
の
土
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
全
戸
全
圃
場
）

・
ハ
ウ
ス
内
を
10
日
間
程
度
蒸
し
込
み
、

早
め
に
土
作
り
を
行
い
ま
す
。

・
イ
オ
ウ
病
発
生
圃
場
は
、
ク
ロ
ピ
ク
フ

ロ
ー
、
バ
ス
ア
ミ
ド
、
キ
ル
パ
ー
の
い

ず
れ
か
に
て
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
高
設
で
の
キ
ル
パ
ー
使
用
は
薬
量
計
算

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
担
当

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

親
株
床
の
管
理

・
風
通
し
を
良
く
す
る
た
め
、
鉢
の
間
隔

は
６
㎝
程
度
空
け
る
。
（
密
集
さ
せ
な

い
・
多
湿
厳
禁
）

・
炭
そ
病
対
策
と
し
て
、
完
全
雨
よ
け
＋

育
苗
床
へ
の
シ
ー
ト
被
覆
に
よ
る
泥
は

ね
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
梅
雨
明
け
後
は
、
強
光
線
を
避
け
る
た

め
、
寒
冷
紗
等
で
遮
光
す
る
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

き
ん
か
ん
栽
培
で
最
も
重
要
な
花
芽
分

化
時
期
に
入
り
ま
す
。
少
量
多
灌
水
を
行

い
、
花
芽
分
化
前
の
管
理
に
努
め
ま
し
ょ

う
（
３
ｔ
／
10
ａ
、
７
～
10
日
間
隔
）
。

夜
温
20
℃
以
上
で
管
理
す
る
と
花
芽
分
化

が
起
こ
り
ま
す
。

　

１
番
花
の
開
花
予
定
の
２
週
間
前
（
６

月
上
旬
）
か
ら
は
夜
温
23
℃
、
昼
温
26
℃

で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
花
粉
量
増
加
と
子

房
の
充
実
を
図
る
た
め
尿
素
５
０
０
倍
液

の
葉
面
散
布
を
７
日
間
隔
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

開
花
期
に
32
度
以
上
の
高
温
に
遭
う
と

結
実
が
悪
く
な
り
、
す
上
が
り
果
や
生
理

落
果
の
要
因
と
な
り
ま
す
。
高
温
に
な
ら

な
い
よ
う
に
サ
イ
ド
ビ
ニ
ー
ル
を
除
去
し
、

雨
よ
け
で
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。
開
花
時

期
は
灰
色
カ
ビ
病
や
ス
リ
ッ
プ
ス
に
注
意

し
、
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
栗

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

開
花
後
の
管
理
と
し
て
ベ
ン
レ
ー
ト
水

和
剤
（
２
０
０
０
倍
）
を
使
用
し
た
実
炭

疽
病
の
予
防
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ク
リ

タ
マ
バ
チ
の
害
虫
防
除
で
は
ア
デ
ィ
オ
ン

乳
剤
（
２
０
０
０
倍
）
を
使
用
し
防
除
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
近
隣
に
野
菜
畑
な
ど
が

あ
る
場
合
は
注
意
し
て
無
風
の
時
間
帯
に

散
布
を
お
願
い
し
ま
す
。
低
樹
高
剪
定
後

の
芽
か
ぎ
は
新
梢
停
止
後
の
７
月
中
旬
頃

か
ら
行
い
、
１
㎡
当
た
り
４
～
６
本
程
度

を
残
し
て
整
理
し
ま
す
。
枝
長
50
㎝
以
上

で
、
基
部
が
１
㎝
以
上
の
先
端
が
太
く
充

実
し
た
も
の
を
残
し
ま
す
。

☆
キ
ュ
ウ
リ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

病
害
の
蔓
延
を
防
ぐ
基
本
は
、
発
症
前

の
予
防
的
防
除
の
徹
底
で
す
。
降
雨
前
を

基
本
に
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
梅
雨
時

期
に
な
り
ま
す
の
で
、
天
気
予
報
を
参
考

に
し
な
が
ら
雨
間
の
防
除
好
機
を
逸
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
や

ス
リ
ッ
プ
ス
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
病
の
発
生

が
あ
っ
た
場
合
は
致
命
的
な
減
収
に
繋
が

り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
早
期
防
除
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

追
肥
の
施
用
は
収
穫
の
始
ま
る
頃
か
ら
。

追
肥
遅
れ
に
な
る
と
、
樹
勢
や
実
の
肥
大

に
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

☆
菊

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

奇
形
花
対
策
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
内
温
度

を
で
き
る
限
り
抑
え
る
よ
う
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。
消
灯
時
の
節
数
は
27
～
30
節
程

度
と
し
ま
す
。
葉
焼
け
対
策
と
し
て
は
、

ハ
ウ
ス
の
妻
面
を
解
放
し
て
換
気
を
よ
く

し
、
ハ
ウ
ス
内
の
空
気
を
停
滞
さ
せ
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
。
消
灯
５
～
６
日
前
、

消
灯
時
お
よ
び
消
灯
後
に
５
～
６
日
間
隔

を
基
準
と
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
連
続
葉

面
散
布
を
行
う
こ
と
も
葉
焼
け
防
止
に
有

効
で
す
。

☆
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ズ（

担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

病
害
虫
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
の

で
５
～
７
日
間
隔
で
防
除
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
発
生
が
多
く
な
る
コ
ガ
ネ
ム
シ
や
ヨ

ト
ウ
ム
シ
の
成
虫
に
は
、
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン

ズ
パ
ッ
ク
（
コ
ガ
ネ
ム
シ
対
策
）
や
コ
ン

フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｖ
（
ヨ
ト
ウ
ム
シ
対
策
）
と

い
っ
た
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
が
有
効
で
す
。
ほ

場
内
の
除
草
を
行
い
、
害
虫
の
住
処
を
な

く
す
こ
と
も
害
虫
対
策
で
す
。
こ
ま
め
な

除
草
作
業
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

べ
ど
病
に
つ
い
て
は
ア
グ
ロ
ケ
ア
や
ダ

コ
ニ
ー
ル
と
い
っ
た
予
防
剤
を
中
心
に
散

布
を
行
い
、
発
生
を
確
認
し
た
場
合
は
治

療
剤
の
散
布
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
後
は
選
別
を
徹
底
し
、
出
荷
を
お

願
い
し
ま
す
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

梅
雨
時
期
や
訪
花
昆
虫
の
活
動
が
活
発

に
な
る
７
月
ま
で
は
、
午
前
中
に
人
工
交

配
を
行
い
着
果
量
の
確
保
を
し
て
く
だ
さ

い
。
曲
果
に
な
り
そ
う
な
果
実
に
は
、
ス

マ
ー
ト
を
装
着
し
Ａ
品
率
の
向
上
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
ゴ
ー
ヤ
ー
の
着
果
量
が
多
く

な
る
と
養
分
競
合
か
ら
曲
果
や
尻
太
果
、

尻
細
果
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
草

勢
と
着
果
状
況
を
み
な
が
ら
摘
果
や
追
肥

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
は
、
う
ど
ん
こ

病
や
斑
点
細
菌
病
対
策
と
し
て
、
ジ
ー

フ
ァ
イ
ン
水
和
剤
や
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
（
と
も

に
ノ
ー
カ
ウ
ン
ト
）
を
使
用
し
予
防
中
心

の
防
除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
害
虫
に

つ
い
て
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
も
多
く
な

り
ま
す
の
で
、
発
生
初
期
の
早
め
の
防
除

を
お
願
い
し
ま
す
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

農
繁
期
に
な
り
ま
し
た
。
田
植
え
等
の

他
品
目
作
業
の
影
響
で
収
穫
や
枝
の
整
理
、

防
除
が
遅
れ
な
い
よ
う
計
画
的
な
管
理
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
特
に
懐
枝
の
整
理
が

遅
れ
て
過
繁
茂
に
な
る
と
、
白
果
の
発
生

や
不
着
果
、
病
害
虫
の
発
生
を
助
長
し
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

曇
天
が
続
く
と
き
は
十
分
な
日
照
を
確

保
で
き
る
よ
う
遮
熱
遮
光
資
材
の
調
節
を

行
い
、
１
週
間
に
１
回
程
度
の
間
隔
で
ホ

ス
プ
ラ
ス
の
１
０
０
０
倍
～
２
０
０
０

倍
液
や
、
グ
リ
ー
ン
セ
ー
フ
プ
ラ
ス
の

１
０
０
０
倍
液
等
を
葉
面
散
布
す
る
の
が

効
果
的
で
す
。
高
湿
度
状
態
が
一
定
期
間

続
く
と
黒
枯
病
、
逆
に
極
端
な
乾
燥
ま
た

は
草
勢
が
低
下
す
る
と
う
ど
ん
こ
病
を
発

症
し
や
す
く
な
る
の
で
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

こ
れ
か
ら
収
穫
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

収
穫
が
遅
れ
る
と
裂
球
し
ま
す
の
で
収
穫

遅
れ
が
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
は
気
温
・
湿
度
と
も
に
上
昇
す
る

た
め
、
病
害
虫
の
発
生
や
カ
ル
シ
ウ
ム
欠

乏
症
な
ど
の
生
理
障
害
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
雨
が
多
く
な
る
と
軟
腐
病
や
株

腐
病
等
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
、
収

穫
前
の
薬
剤
の
使
用
時
期
に
注
意
し
て
病

害
虫
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
降
雨
が
続

く
と
肥
料
流
亡
や
根
傷
み
に
よ
る
草
勢
低

下
も
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
生
育
期
間
中

の
圃
場
に
つ
い
て
は
雨
上
が
り
の
早
急
な

中
耕
や
追
肥
を
行
い
草
勢
回
復
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

☆
加
工
甘
藷

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

降
雨
が
多
い
場
合
に
備
え
て
排
水
対
策

を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。
か
ん
し
ょ
茎
・

根
腐
敗
症
が
今
年
度
も
発
生
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
定
期
的
な
圃
場
巡
回
と

銅
剤
に
よ
る
予
防
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

発
生
を
確
認
し
た
場
合
は
ア
ミ
ス
タ
ー
20

フ
ロ
ア
ブ
ル
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

銅
剤

Ｚ
ボ
ル
ド
ー

　

希
釈
倍
率
：
５
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
制
限
無
し

　

使
用
回
数
：
制
限
無
し

ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
２
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

　

使
用
回
数
：
制
限
無
し

治
療
剤

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
２
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
14
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

圃
場
の
排
水
対
策
は
必
ず
実
施
し
ま

し
ょ
う
。
圃
場
内
に
水
が
滞
留
す
る
と
根

傷
み
や
病
気
が
蔓
延
し
や
す
く
な
る
の
で

定
期
的
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
初
の
削
り
込
み
は
茎
の
太
さ
が
５

～
６
㎜
に
な
っ
た
こ
ろ
に
開
始
し
ま
す

が
、
併
せ
て
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
（
軟
腐

病
）
や
モ
ン
カ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
40
（
白

絹
病
）
の
散
布
を
行
い
、
防
除
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

７
月
以
降
の
高
温
期
に
引
き
抜
き
等
の

除
草
作
業
を
行
う
と
、
根
を
傷
つ
け
て
し

ま
い
軟
腐
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の

で
、
今
の
う
ち
に
除
草
し
ま
し
ょ
う
。
除

草
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
絶
対
に
ネ
ギ
に

か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
生
姜

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

１
回
目
の
追
肥
（
燐
硝
安
加
里
Ｓ

２
２
６ 

40
㎏
／
10
ａ
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
乾
燥
防
止
の
た
め
の
敷
き
藁
も
行

い
ま
し
ょ
う
。
管
理
機
に
よ
る
中
耕
、
培

土
を
行
な
う
際
に
排
水
路
も
確
認
し
、
降

雨
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

根
茎
腐
敗
対
策

　

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
粒
剤　

18
㎏
／
10
ａ

☆
里
芋

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

梅
雨
時
期
に
入
り
、
平
均
気
温
が
25
℃

前
後
に
な
る
と
疫
病
の
初
発
が
確
認
さ
れ

る
よ
う
な
り
ま
す
。
こ
ま
め
に
圃
場
に
行

き
、
あ
や
し
い
株
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
未
発
生
で
あ
れ
ば
予
防
剤
の
散

布
を
継
続
し
ま
す
。
発
生
を
確
認
し
た
と

き
は
治
療
剤
の
ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤
を

散
布
し
、
１
週
間
後
に
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ

ロ
ア
ブ
ル
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
剤

ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
５
０
～
５
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

　

使
用
回
数
：
制
限
無
し

ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
５
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
２
回
以
内

治
療
剤

ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
21
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
14
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

　

農
薬
散
布
の
際
は
、
必
ず
展
着
剤
を
入

れ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ン
パ
ネ
ラ
水
和
剤
（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！
）

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
２
回
以
内

☆
今
回
か
ら
さ
と
い
も
の
疫
病
に
対
し

て
登
録
拡
大
さ
れ
た
農
薬
に
な
り
ま

す
。
予
防
と
治
療
効
果
を
持
ち
、
収
穫

７
日
前
ま
で
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
進
達
性
と
浸
透
移
行
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
展
着
剤
は
ク
ミ
テ
ン
と
い
っ

た
展
着
効
果
だ
け
の
も
の
で
対
応
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
石
灰
硫
黄
合
剤
・
ボ

ル
ド
ー
剤
と
の
混
用
は
７
日
以
上
あ
け

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。



（12）令和５年６月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

◎
園
芸
関
係
◎

営
農
情
報

営農情報◎担い手支援関係◎

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

加
工
ほ
う
れ
ん
草
の
新
規
作
付
希
望
の

方
は
、
６
月
30
日
ま
で
に
農
産
園
芸
課
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
播
種
時
期

は
、
９
月
下
旬
～
１
月
末
、
収
穫
期
間
は

12
月
～
４
月
末
ま
で
で
す
。

☆
カ
ボ
チ
ャ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

令
和
５
年
度
の
カ
ボ
チ
ャ
の
取
り
ま
と

め
を
実
施
し
ま
す
。
苗
を
注
文
さ
れ
る
方

や
作
付
希
望
の
方
は
早
め
に
農
産
園
芸
課

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
玉
ネ
ギ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

令
和
５
年
産
の
玉
ネ
ギ
作
付
け
を
募
集

し
ま
す
。
玉
ネ
ギ
の
作
付
け
時
期
は
、
11

月
中
旬
～
11
月
下
旬
ま
で
、
Ｊ
Ａ
で
機
械

移
植
作
業
が
可
能
で
す
。
水
田
の
裏
作
や

排
水
が
良
く
陽
当
た
り
の
良
い
休
耕
田
に

作
付
け
が
可
能
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
農

産
園
芸
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸
課
（
☎

３
３

−

５
７
５
６
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農作業死亡事故多発警報発令中
　県内では春の農作業安全確認運動期間内である、令和５年３月１日から令和５年４月２６日までに、
４件の農作業死亡事故が発生したことから、農作業死亡事故多発警報を発令します。
　農繁期を迎え、トラクター等の農業機械を使って作業をする機会が多くなっていますので、農業機械
を使うときは、シートベルトやヘルメットを必ず着用し、安全な農作業の実践を心がけて下さい。

－農作業を行うときの注意点－
１ 農作業事故の予防策

　農作業死亡事故の原因として最も多いものは、乗用型トラクター等の転倒・転落によるものです。
　農作業事故を未然に防ぐために、シートベルト、ヘルメットを着用し、万が一の転倒に備えましょ
う。
　また、安全フレーム付きトラクターを利用して横転時にトラクターの下敷きになることを防ぎま
しょう。
　農作業事故を「自分ごと」として捉えることも大切です。

２ 高齢者の事故防止対策
　今季、県内ではすでに４件の農作業死亡事故が発生し
ていますが、内３件が６５歳以上の高齢者であり、全国
でも農作業死亡事故のほとんどが高齢者によるもので
す。
　農作業をする場合、できるだけ２人以上で作業をし、
やむを得ず１人で作業をする場合は、家族や周囲に行き
先や場所等を伝え、携帯電話を持つようにしましょう。

３ 熱中症予防の徹底
　今後気温が高くなることが予想されます。農作業中の
熱中症による死亡事故は７月から８月に多い傾向があり
ますが、５月頃であってもビニールハウス内等において
死亡事故が発生しています。
　屋外では帽子の着用、屋内では送風機やスポットクー
ラー等を利用しましょう。
　また、のどが渇いていなくても、積極的に水分補給を
しましょう。
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

６
月
に
入
り
、
い
よ
い
よ
田
植
え
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
前
作
が
イ
タ
リ

ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
等
や
雑
草
が
多
か
っ

た
圃
場
で
、
早
期
の
す
き
込
み
が
出
来

な
か
っ
た
圃
場
は
ガ
ス
に
よ
る
根
腐
れ

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ス

が
原
因
と
思
わ
れ
る
生
育
不
良
が
発
生

し
た
場
合
は
、
軽
く
ひ
び
割
れ
が
入
る

程
度
に
ガ
ス
抜
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
除
草
剤
を
使
用
し
た
場
合
は
、
散
布
後

一
週
間
程
度
待
っ
て
か
ら
行
っ
て
く
だ

さ
い
）

　

基
肥
が
不
十
分
で
あ
っ
た
場
合
な
ど

を
除
い
て
、
分
け
つ
肥
の
施
肥
は
倒
伏

を
助
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
行

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
箱
施
薬

　

田
植
え
の
際
は
、
初
期
病
虫
害
の
予

防
対
策
と
し
て
必
ず
箱
施
薬
を
散
布
し

て
か
ら
田
植
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

薬 

剤 

名:

防
人
箱
粒
剤

使 

用 

量:

１
箱
当
た
り
50
ｇ 

使
用
時
期:

は
種
時
（
覆
土
前
）

～
移
植
当
日

　

水
田
の
環
境
条
件
や
年
柄
に
よ
っ
て

は
、
い
も
ち
病
や
害
虫
類
の
多
発
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
箱
施
薬
を
散
布
し
て
も

生
育
中
の
発
生
動
向
に
は
十
分
注
意
し
、

病
害
虫
の
発
生
を
確
認
し
た
ら
早
期
に

防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
除
草
剤

　

除
草
剤
に
は
粒
剤
、
フ
ロ
ア
ブ
ル

剤
（
液
剤
）、
ジ
ャ
ン
ボ
剤
な
ど
の
様
々

な
種
類
（
形
態
）
が
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
内
容
成
分
の
水
中
拡
散
性
が
高
い

性
質
が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
方
法
を

農
薬
の
ラ
ベ
ル
で
十
分
確
認
し
た
の
ち
、

使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

田
植
と
同
時
に
除
草
剤
処
理
を
行
う

際
は
、
植
え
穴
へ
の
土
の
戻
り
が
悪
い

と
薬
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
除
草
剤
散
布
後
の
補
植
は
、

水
田
内
を
歩
行
す
る
こ
と
に
よ
り
除
草

剤
の
処
理
層
を
壊
し
、
除
草
効
果
が
落

ち
る
原
因
や
処
理
層
の
薬
剤
が
水
稲
の

根
に
触
れ
、
薬
害
の
原
因
と
な
る
た
め

行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
防
除
剤

薬
剤
名
：
ス
ク
ミ
ノ
ン

使
用
量
：１

㎏
か
ら
４
㎏
／
10
ａ
当
り

使
用
時
期
：
収
穫
60
日
前
ま
で

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
を
メ
イ
ン
と
し
た

防
除
剤
で
す
。
苗
の
活
着
時
期
に
使
用

す
る
こ
と
で
食
害
を
防
ぎ
ま
す
。
10
ａ

に
２
袋
（
４
㎏
）
の
全
面
散
布
が
基
本

で
す
が
、
水
口
周
辺
や
深
水
に
な
る
場

所
は
被
害
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ら
の
場
所
に
は
所
定
の
範
囲

内
で
多
め
に
散
布
す
る
こ
と
も
効
果
的

で
す
。
湛
水
状
態
で
使
用
し
、
散
布
後

７
日
間
は
落
水
や
か
け
流
し
を
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

　

作
付
け
時
の
品
種
の
間
違
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
植

付
け
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
も
、
依
頼

す
る
際
に
し
っ
か
り
品
種
を
伝
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
例
：
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
と
ヒ
ヨ
ク
モ
チ

　
　
　

を
植
え
て
ほ
し
い
。
等
）

　

毎
年
、
箱
施
薬
剤
と
除
草
剤
を
間

違
え
て
使
用
し
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
農
作
業
に
不
慣
れ
な
方

等
が
箱
施
薬
を
施
用
さ
れ
る
場
合

は
、
ラ
ベ
ル
を
よ
く
確
認
す
る
な
ど

し
て
特
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

様々な種類の除草剤　使い方はラベルを十分確認してください



（14）令和５年６月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

第
45
年
度
事
業
報
告

１
．
組
合
の
事
業
活
動
の
概
況
に
関
す
る
事
項

（
１
）
主
な
事
業
活
動
の
内
容
と
成
果

　

令
和
元
年
12
月
に
中
国
で
初
め
て
報
告
さ
れ
、
世
界
的
な
流
行
を
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
産
業
文
化
祭
、
年
金
友
の
会
の
行
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
県
下
Ｊ
Ａ
で
唯
一
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
組
合
員
の
所
得
確
保
と
地
域
農
業
振
興
、
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の

確
立
・
強
化
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
貢
献
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
４
月
の
合
併
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
「
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
」
も
、

理
事
会
に
て
合
併
に
伴
う
基
本
合
意
を
決
議
し
、
県
域
Ｊ
Ａ
設
立
推
進
協
議
会
を

設
置
し
て
最
終
的
な
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

原
油
価
格
・
資
材
価
格
高
騰
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
の
影
響
も
受
け
て
、
高
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
り
今
後
も
見
通
し
が
つ
か

ず
、
農
畜
産
物
価
格
、
農
畜
産
物
生
産
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
当
Ｊ
Ａ
独
自
の
農
家
支
援
と
し
て
台
風
14
号
被
害
の
支
援
も
合
わ
せ

て
２
，
９
７
０
万
円
の
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
経
営
理
念
と
し
て
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
が
あ
り
ま
す
が
、
「
特
Ａ
産
地
」
「
宮
崎
特
選
米
」

を
活
か
し
た
価
格
の
高
い
米
の
販
売
に
努
め
ま
し
た
。

　

畜
産
振
興
策
で
は
、
和
牛
生
産
は
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
本
格
的
稼
働
に
よ
り
生
産

基
盤
強
化
に
努
め
ま
し
た
。
肥
育
牛
は
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
出
品
し
た

管
内
の
肥
育
牛
が
、
優
等
賞
首
席
・
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得
し
、
宮
崎
牛
日
本

一
四
連
覇
に
貢
献
し
ま
し
た
。
経
済
連
と
連
携
し
た
「
宮
崎
牛
」
の
販
促
活
動
、

養
豚
は
地
元
高
校
へ
の
消
費
拡
大
運
動
、
産
業
祭
販
売
等
、
酪
農
は
優
良
育
成
牛

及
び
搾
乳
素
牛
導
入
に
よ
る
所
得
向
上
、
鶏
卵
は
系
統
ブ
ラ
ン
ド
卵
等
の
販
売
促

進
に
努
め
ま
し
た
。

　

水
稲
部
門
で
は
、
平
年
よ
り
12
日
遅
く
梅
雨
入
り
し
、
梅
雨
明
け
に
つ
い
て
も

平
年
よ
り
８
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
高
温
多
照
傾
向
で
推
移
し
、
生
育

期
間
中
に
発
生
し
た
台
風
14
号
の
影
響
が
大
き
く
、
作
況
指
数
95
の
１
等
米
比
率

は
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
１
・
８
％
、
集
荷
計
画
６
万
５
千
袋
に
対
し
６
万
３
千
袋
余
と
な

り
ま
し
た
。
価
格
は
全
国
的
に
は
か
な
り
の
下
落
傾
向
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
変

わ
ら
ぬ
食
味
の
高
評
価
、
「
特
Ａ
」
効
果
も
あ
り
７
，
０
２
０
円
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

　

１
等
）
で
仮
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

園
芸
部
門
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
台
風
14
号
の
影
響
を
受
け
販
売
環
境
は

厳
し
い
品
目
も
あ
り
ま
し
た
が
、
契
約
・
値
決
め
・
買
取
な
ど
の
販
売
を
充
実
し

た
結
果
、
前
年
比
１
１
１
％
の
5
億
７
，
９
９
７
万
円
の
取
扱
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

畜
産
部
門
で
は
、
繁
殖
農
家
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
令
和
４
年
12
月
末
で
は

繁
殖
農
家
戸
数
は
２
５
０
戸
と
前
年
同
月
比
26
戸
減
少
し
、
母
牛
の
頭
数
は
３
，

８
４
１
頭
と
71
頭
減
少
し
ま
し
た
。
価
格
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
的
な
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
り
、
小
林
地
域
家
畜
市
場
に
お
い
て
当
Ｊ
Ａ
取
引
平
均
価
格
が

59
万
３
千
円
（
税
別
）
（
前
年
比
86
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
肥
育
牛
で
は

血
液
検
査
結
果
を
基
に
し
た
、
飼
養
管
理
改
善
を
図
り
、
優
良
な
肥
育
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
肥
育
牛
部
会
で
の
平
均
枝
肉
重
量
は
去
勢
が
５
１
９
・
７

㎏
、
枝
肉
価
格
１
３
４
万
７
千
円
（
税
別
）
（
県
下
平
均
枝
肉
重
量
は
去
勢
が

４
９
９
・
９
㎏
、
枝
肉
価
格
１
２
２
万
５
千
円
（
税
別
）
で
し
た
。

　

購
買
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
や
海
上
運
賃
等
の
影
響
で
、

飼
料
・
肥
料
な
ど
の
生
産
資
材
が
高
止
ま
り
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
肥
料
農
薬
の
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特
売
会
の
開
催
、
予
約
購
買
、
低
コ
ス
ト
肥
料
の
普
及
を
行
い
、
利
用
高
に
応
じ

た
生
産
資
材
の
ポ
イ
ン
ト
奨
励
措
置
８
５
７
万
円
を
行
い
ま
し
た
。
農
業
機
械
に

お
い
て
は
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
等
の
国
庫
事
業
を
活
用
し
、
農
業
者
の
初
期

投
資
を
抑
え
る
機
械
導
入
を
進
め
ま
し
た
。

　

道
の
駅
え
び
の
は
、
令
和
４
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
７
〜
８
波
の
影

響
を
受
け
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
営
業
と
な
り
ま
し
た
。
来
場
者
は

年
間
59
万
９
千
人
で
前
年
対
比
約
８
％
増
、
売
り
上
げ
も
４
億
８
，
０
７
８
万
円

で
前
年
対
比
約
15
％
増
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
の
売
り

上
げ
は
、
２
，
７
８
７
万
円
で
前
年
対
比
約
26
％
の
増
で
あ
り
ま
し
た
。

　

信
用
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
を
受
け
る
中
で
、

県
下
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
金
融
渉
外
に
よ
る
巡
回
を
展
開
し
、
３
３
５
億
８
，

８
２
８
万
円
の
貯
金
残
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

融
資
部
門
で
は
農
家
の
高
齢
化
な
ど
の
要
因
で
資
金
需
要
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
教
育
・
住
宅
・
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
等
の
積
極
的
推
進
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

年
金
友
の
会
と
連
携
し
会
員
拡
大
に
努
め
た
結
果
、
新
規
年
金
振
込
口
座
１
２
５

件
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。

　

共
済
事
業
で
は
、
９
月
に
襲
来
し
た
台
風
14
号
の
建
物
被
害
に
対
し
、
迅
速
・

適
正
な
対
応
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
不
慮
の
事
故
や
自
然
災
害
へ
備
え
る
た
め
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
Ｌ
Ａ
を
中
心
に
訪
問
活
動
を

展
開
し
「
ひ
と
、
い
え
、
く
る
ま
」
の
総
合
保
障
の
拡
充
を
図
り
、
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
、
市
内
新
中
学
生
へ
の
Ｊ
Ａ
共
済
反
射
タ
ス
キ
の
贈
呈

を
行
い
、
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
に
も
努
め
ま
し
た
。

　

子
会
社
に
つ
い
て
、
（
株
）
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭
で
は
、
葬
儀
件
数
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
会
葬
者
の
減
少
も
あ
り
ま
し
た
が
感

染
防
止
対
策
を
行
い
、
故
人
と
の
お
別
れ
の
葬
儀
に
ス
タ
ッ
フ
が
心
を
込
め
て
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
２
２
９
件
の
取
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。
加
久
藤
会
館
、

飯
野
会
館
で
の
お
葬
式
事
前
相
談
会
の
開
催
や
特
典
付
き
の
「
あ
ん
し
ん
の
会
」

会
員
獲
得
に
努
め
ま
し
た
。

　

㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ
で
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
農

地
の
維
持
が
困
難
な
方
に
対
応
す
る
た
め
受
託
作
業
、
水
稲
、
飼
料
用
稲
、
イ
チ

ゴ
の
作
付
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

経
営
面
で
は
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
販
売
事
業
取
扱
高
は
道
の
駅

え
び
の
の
売
上
を
含
ん
で
、
56
億
３
，
０
０
８
万
円
（
前
年
対
比
１
０
０
％
）
、

購
買
事
業
30
億
６
，
３
５
４
万
円
（
前
年
対
比
１
１
０
％
）
信
用
事
業
で
は
貯
金

平
均
残
高
３
２
３
億
３
，
８
３
２
万
円
（
前
年
対
比
１
０
２
％
）
貸
出
金
平
均
残

高
59
億
５
，
９
７
６
万
円
（
前
年
対
比
99
％
）
、
共
済
事
業
で
は
長
期
共
済
保
有

高
１
，
１
２
８
億
３
，
８
７
３
万
円
（
前
年
対
比
96
％
）
の
実
績
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
財
務
状
況
で
は
自
己
資
本
比
率
12
・
87
％
、
貯
貸
率
18
・
43
％
、
当

期
剰
余
金
２
，
０
７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
経
営
健
全
化
対
策
の
取
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
金
融
再
生
法
開
示

債
権
比
率
の
改
善
や
リ
ス
ク
管
理
債
権
の
回
収
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強

化
を
図
り
経
営
健
全
に
努
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
職
員
資
格
認
証
試
験
、
各
事
業
に
関
係
す
る
資
格
試
験
の
受
験
を
積
極
的

に
進
め
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
し
た
。 
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令
和
５
年
度
基
本
方
針

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
影
響
で
世
界

情
勢
が
不
安
定
な
中
、
ま
た
農
業
者
の
減
少
、
高
齢
化
、
資
材
高
騰
な
ど
農
業
・

農
協
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
は
増
大
傾
向
で
す
が
、
県
域
Ｊ
Ａ
を
念
頭
に
置

き
、
当
Ｊ
Ａ
の
経
営
理
念
で
あ
る
「
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
絆
」
「
農
業
者
の

所
得
増
大
」
「
活
力
あ
る
地
域
作
り
」
に
向
け
て
主
に
次
の
事
項
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

１
．
水
稲

（
１
）
稲
作
振
興
会
が
中
心
と
な
り
稲
作
情
報
だ
よ
り
の
発
行
、
各
種
講
習
会
を

開
催
し
、
各
生
産
者
の
栽
培
技
術
の
底
上
げ
が
で
き
る
よ
う
情
報
発
信
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
霧
島
地
区
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
（
え
び
の
産
含
む
）
が
日
本
穀
物

検
定
協
会
主
催
の
米
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て｢

特
Ａ｣
が
獲
得
で
き
る
よ

う
、
関
係
機
関
や
稲
作
振
興
会
と
連
携
し
、
更
な
る
品
質
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
２
）
経
済
連
、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
た
積
極
的
な
販
売
活
動
を
行
い
、
高
価

格
で
の
米
の
買
取
り
に
努
め
、
稲
作
農
家
の
所
得
向
上
、
ま
た
消
費
者
に
評

価
さ
れ
る
良
食
味
を
重
視
し
た
安
全
・
安
心
な
「
え
び
の
産
ひ
の
ひ
か
り
」

の
生
産
に
取
組
み
ま
す
。

２
．
園
芸
部
門

（
１
）
露
地
野
菜
基
幹
品
目
（
キ
ャ
ベ
ツ
・
加
工
人
参
・
加
工
大
根
）
等
の
契
約

栽
培
拡
大
を
図
り
生
産
基
盤
の
維
持
及
び
、
品
質
、
単
収
向
上
に
つ
な
が
る

適
期
指
導
を
引
続
き
行
い
ま
す
。

　
　
　

イ
チ
ゴ
は
品
質
・
反
収
量
の
向
上
に
よ
る
農
家
所
得
確
保
を
目
指
し
管
理

指
導
の
講
習
会
を
適
宜
開
催
し
ま
す
。

　
　
　

ピ
ー
マ
ン
は
土
作
り
、
土
壌
診
断
に
基
づ
く
適
正
施
肥
指
導
等
収
量
向
上

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
付
加
価
値
生
産
に
よ
る
有
利
販
売
を
継
続
さ
せ
る
た

め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
団
体
認
証
に
つ
い
て
審
査
を
含
め
た
取
組
み
も

引
続
き
行
い
ま
す
。

（
２
）
行
政
や
経
済
連
等
の
関
連
機
関
と
一
体
と
な
り
、
園
芸
・
果
樹
農
家
の
技

術
指
導
並
び
に
経
営
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
市
場
と
の
連
携
を
密
に
し
、
市
場
に
対
応
で
き
る
農
産
物
出
荷
体
制
を
構

築
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
が
見
え
る
販
売
先
の
開
拓
・
確
保
と
合

わ
せ
て
買
取
販
売
、
値
決
め
販
売
、
契
約
販
売
を
拡
充
し
て
農
家
所
得
安
定

に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
畜
産
部
門

（
１
）
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
よ
り
、
肥
育
農
家
へ
の
素
畜
安
定
供
給
、

育
成
牛
の
供
給
に
よ
る
生
産
者
の
労
力
軽
減
に
貢
献
し
、
和
牛
生
産
基
盤
の

維
持
・
拡
大
、
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
和
牛
生
産
農
家
の
経
営
安
定
・
改
善
の
為
Ｂ
Ｌ
対
策
を
含
め
優
良
繁
殖
素

牛
の
導
入
・
保
留
を
進
め
母
牛
更
新
に
努
め
ま
す
。
ま
た
各
種
補
助
事
業
・

牛
舎
リ
ー
ス
事
業
・
資
金
融
資
等
を
利
用
し
て
規
模
拡
大
も
進
め
、
生
産
基

盤
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
肥
育
農
家
の
経
営
安
定
・
改
善
の
為
飼
育
技
術
に
応
じ
た
素
牛
導
入
を
行

い
枝
肉
重
量
・
肉
質
の
向
上
で
売
上
増
を
図
り
ま
た
資
金
融
資
、
利
子
補
給
、

補
助
金
活
用
等
支
援
を
行
い
ま
す
。

４
．
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献

（
１
）
コ
ロ
ナ
規
制
緩
和
後
も
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
「
道
の
駅
え
び
の
」
・

「
足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
」
を
拠
点
と
し
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
安

全
・
安
心
な
食
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
農
業
の
発
展
と
活
性
化
に
努

め
ま
す
。
ま
た
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
集
客
力
を
高
め
来
店
者
に
支
持

さ
れ
魅
力
あ
る
道
の
駅
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
で
指
定

管
理
者
と
し
て
の
務
め
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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組
合
員
・
地
域
住
民
の
共
生
を
目
指
し
、
農
協
の
総
合
事
業
を
活
か
し
た
経
営

に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
方
の
尚
一
層
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

指　

導　

事　

業

Ⅰ
．
農
産
部
門

１
．
普
通
作

　

稲
作
情
報
だ
よ
り
や
各
種
講
習
会
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
高
品
質
・
良

食
味
米
生
産
の
総
体
的
な
基
盤
強
化
に
繋
が
る
適
期
管
理
と
技
術
情
報
の
発
信
を

継
続
し
ま
す
。
稲
作
振
興
会
を
中
心
と
し
た
活
動
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
特
Ａ

評
価
の
獲
得
を
目
指
し
取
組
み
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
新
た
に
宮
崎
県
で
育
種
さ

れ
た
品
種
［
南
海
１
８
８
号
］
［
南
海
１
８
９
号
］
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
試
験
圃
を
設
け
、
管
内
で
の
適
性
に
つ
い
て
昨
年
に
引
続
き
調
査
を
行

う
計
画
で
あ
り
、
さ
ら
に
肥
培
管
理
の
違
い
に
よ
る
生
育
差
や
食
味
官
能
の
違
い

な
ど
結
果
を
得
る
取
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
管
内
普
通
期
水
稲
の
課
題
解
決
に
繋

げ
て
い
き
ま
す
。

２
．
園
芸

（
１
） 

野　

菜

　

部
会
を
核
と
し
た
新
た
な
所
得
向
上
運
動
『
所
得
ア
ッ
プ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
運
動
』

の
実
践
に
向
け
、
生
産
者
個
々
の
課
題
や
掲
げ
る
目
標
の
明
確
化
に
取
組
み
ま

す
。
そ
の
上
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
定
着
化
に
よ
る
営
農
活
動
の
好
循
環

を
図
り
、
各
品
目
・
部
会
活
動
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
成
果

実
現
に
向
け
て
は
、
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
そ
し
て
関
係
機
関
が
協
調
で
き

る
体
制
を
構
築
し
、
一
体
感
あ
る
活
動
を
継
続
的
に
行
い
な
が
ら
結
果
と
し
て

生
産
者
の
所
得
の
向
上
に
つ
な
が
る
状
況
を
目
標
と
し
ま
す
。
ま
た
、
モ
デ
ル

的
な
Ｇ
Ａ
Ｐ
活
動
の
取
組
み
は
継
続
し
、
効
率
の
良
い
作
業
環
境
の
確
立
と
安

全
安
心
で
安
定
的
な
有
利
販
売
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

①
里　

芋　
　

さ
と
い
も
疫
病
防
除
の
啓
発
と
圃
場
管
理
指
導
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。
種
子
選
別
に
よ
る
乾
腐
病
感
染
種
子
の
除
去
指
導
に

取
組
み
、
収
量
と
品
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

②
生　

姜　
　

計
画
的
な
早
期
定
植
指
導
を
行
い
、
品
質
及
び
反
収
の
向
上
に

向
け
た
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

③
キ
ャ
ベ
ツ　

販
売
担
当
と
連
携
し
、
青
果
・
業
務
加
工
向
け
の
販
売
先
確
保

に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
上
で
、
時
期
に
応
じ
た
品
種
の
選
定
、

適
期
定
植
、
予
防
的
管
理
指
導
を
強
化
し
、
品
質
及
び
反
収
量

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
視
察
研
修
等
を
計
画
し
、
個
々

の
生
産
技
術
向
上
に
繋
が
る
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

④
白
ネ
ギ　
　

適
期
定
植
と
適
時
管
理
を
行
い
、
早
期
収
穫
に
つ
な
が
る
指
導

を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
梅
雨
時
期
の
べ
と
病
と
高
温
期
の
白

絹
病
、
軟
腐
病
の
予
防
対
策
指
導
を
強
化
し
、
品
質
の
確
保
と

収
量
の
向
上
に
取
組
み
ま
す
。

⑤
い
ち
ご　
　

本
圃
管
理
に
お
い
て
は
、
草
勢
の
向
上
を
目
的
に
電
照
技
術
の

見
直
し
を
検
討
し
、
品
質
・
収
量
双
方
の
確
保
に
取
組
み
ま
す
。

ま
た
、
育
苗
期
間
の
週
一
防
除
を
推
進
し
、
無
病
苗
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
な
お
、
定
植
苗
の
炭
酸
ガ
ス
処
理
に
つ
い
て
は
全

生
産
者
の
取
組
み
と
し
て
継
続
し
ま
す
。

⑥
ピ
ー
マ
ン　

近
年
の
極
端
な
気
象
に
対
応
す
る
栽
培
管
理
全
般
の
確
立
に
取

組
み
ま
す
。
ま
た
、
生
育
中
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
診
断
の
活
用
や

捕
食
性
天
敵
等
の
試
験
も
実
施
し
、
品
質
及
び
反
収
量
の
向
上

に
努
め
ま
す
。
な
お
、
付
加
価
値
生
産
に
よ
る
有
利
販
売
を
継

続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証
の
取

組
み
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

⑦
胡　

瓜　
　

関
係
機
関
と
連
携
し
た
定
期
的
な
現
地
講
習
会
を
実
施
し
、
適

時
管
理
の
重
要
性
を
意
識
付
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
定
期
の

巡
回
指
導
を
強
化
し
、
管
理
遅
れ
の
解
消
に
取
組
み
ま
す
。

⑧
ゴ
ー
ヤ
ー　

適
期
の
管
理
指
導
に
加
え
て
追
肥
の
見
直
し
を
検
討
し
、
収
量
・
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品
質
の
向
上
に
取
組
み
ま
す
。
ま
た
、
病
害
虫
防
除
や
白
果
対

策
に
つ
い
て
も
強
化
し
、
均
一
な
品
質
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

⑨
加
工
ほ
う
れ
ん
草　
　

　
　
　
　
　
　

計
画
的
な
適
期
播
種
指
導
を
行
い
、
加
工
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
円
滑
な
出
荷
体
系
を
確
立
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
播
種
後
か
ら

の
管
理
指
導
を
強
化
し
、
安
定
し
た
品
質
の
確
保
と
反
収
量
の

増
に
取
組
み
ま
す
。

⑩
南　

瓜　
　

品
質
の
向
上
に
向
け
、
排
水
対
策
、
着
色
不
良
対
策
指
導
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
な
巡
回
指
導
を
行
い
な
が
ら
栽
培

講
習
や
現
地
検
討
な
ど
も
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

⑪
玉　

葱　
　

適
期
定
植
に
合
わ
せ
た
健
苗
の
供
給
に
努
め
、
初
期
・
中
期
の

早
期
除
草
を
重
点
的
な
課
題
に
設
定
し
、
初
期
活
着
の
向
上
に

取
組
み
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
機
の
有
効
利
用
に
よ
る
労
力
軽
減

を
図
り
な
が
ら
、
水
田
裏
の
活
用
を
含
め
た
作
付
面
積
の
拡
大

に
取
組
み
ま
す
。

⑫
加
工
野
菜　

収
穫
遅
れ
に
よ
る
品
質
低
下
を
防
ぐ
為
、
収
穫
時
期
に
合
わ
せ

た
計
画
的
な
播
種
指
導
を
行
い
、
近
年
発
生
し
て
い
る
降
雨
に

よ
る
再
播
発
生
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

取
組
み
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑬
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草　
　

　
　
　
　
　
　

販
売
課
と
連
携
し
た
契
約
的
出
荷
の
拡
大
に
向
け
、
適
期
播
種

指
導
の
強
化
と
適
時
管
理
の
励
行
を
促
し
、
所
得
の
確
保
に
つ

な
げ
ま
す
。

（
２
） 

花　

き　
　

　

新
品
目
ユ
ー
カ
リ
面
積
拡
大
に
努
め
ま
す
。
花
卉
全
般
に
つ
い
て
は
、
早
期

出
荷
を
目
的
と
し
た
適
期
定
植
と
管
理
指
導
を
強
化
し
、
品
質
の
向
上
と
出
荷

量
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
価
格
設
定
型
品
目
の
栽
培
面
積
拡
大
を
図
り

な
が
ら
販
売
課
お
よ
び
関
係
機
関
と
連
携
し
た
中
山
間
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
信
頼
あ
る
産
地
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

（
３
） 

果　

樹

①
栗　
　
　
　

先
進
地
の
優
良
モ
デ
ル
等
を
参
考
に
し
た
栽
培
技
術
の
普
及
を

行
い
、
収
量
と
品
質
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
苗
木
の

補
助
を
行
い
な
が
ら
高
齢
者
に
も
取
組
み
や
す
い
品
目
と
し
て

引
続
き
、
面
積
拡
大
及  

び
苗
木
購
入
支
援
に
取
組
み
ま
す
。

②
キ
ン
カ
ン　

一
番
花
の
着
果
率
向
上
対
策
に
取
組
み
、
品
質
お
よ
び
収
量
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
各
種

講
習
会
を
計
画
し
、
栽
培
技
術
の
高
位
平
準
化
に
取
組
ま
す
。

（
４
） 

道
の
駅
え
び
の
・
ふ
れ
愛
市
場

　

道
の
駅
え
び
の
出
荷
者
協
議
会
と
ふ
れ
愛
市
場
の
活
動
が
、
活
気
の
あ
る
特

色
あ
る
売
り
場
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、
総
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
取
組
み
ま

す
。
ま
た
、
農
薬
の
適
正
使
用
に
対
す
る
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
る
よ
う
な
栽
培

管
理
指
導
に
努
め
ま
す
。

３
．
営
農
振
興

（
１
） 

営
農
振
興

　

経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て
は
、
え
び
の
市
農
業
再
生
協
議
会
よ
り
提
示

さ
れ
る
「
米
の
作
付
目
安
」
に
沿
っ
て
、
需
要
に
応
じ
た
米
作
り
を
推
進
す
る

一
方
、
米
価
維
持
と
自
給
粗
飼
料
確
保
の
た
め
引
き
続
き
生
産
調
整
へ
の
協
力

を
促
し
て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
担
い
手
へ
対
し
農
地
中
間
管
理
事
業
等
を
積
極
的
に
活
用
し

た
農
地
の
集
積
・
集
約
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
等
と
も
連
携
し
て
良
品

質
米
の
生
産
へ
向
け
た
支
援
を
行
い
、
地
域
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
宮
崎
一
体
と
な
っ
た
所
得
向
上
運
動
『
所
得
ア
ッ
プ

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
運
動
』
の
実
践
と
し
て
、
目
標
設
定
・
実
績
検
討
・
改
善
活
動
と

い
っ
た
部
会
単
位
で
の
活
動
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
収
量
と
品
質

ア
ッ
プ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
２
） 

担
い
手
の
育
成

　

新
規
就
農
者
対
策
と
し
て
、
え
び
の
市
イ
チ
ゴ
団
地
研
修
生
へ
の
技
術
・
経

営
指
導
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
え
び
の
市
イ
チ
ゴ
団
地
に
て
経
営
を
行
っ
て
い
る
３
名
の
安
定
経
営
が

出
来
る
よ
う
引
続
き
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
就
農
前
支
援
と
し
て
関
係
機
関
と

連
携
し
て
月
２
回
開
催
し
て
い
る
就
農
相
談
会
の
開
催
や
青
年
等
就
農
計
画
書
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作
成
支
援
を
行
い
、
円
滑
な
就
農
へ
向
け
た
各
種
支
援
も
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
担
い
手
へ
の
出
向
く
訪
問
先
を
拡
充
し
て
、
６
次
産
業
化
な
ど
の
支

援
や
農
作
業
請
負
組
織
・
外
国
人
研
修
制
度
相
談
等
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

（
３
） 
農
地
対
策

　

え
び
の
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
と
連
携
し
、
耕
作
放
棄
地
対
策
や

空
き
ハ
ウ
ス
・
牛
舎
の
再
利
用
（
え
び
の
市
農
業
用
中
古
施
設
バ
ン
ク
事
業
）

に
取
組
み
ま
す
。
ま
た
、
基
盤
整
備
地
域
の
営
農
相
談
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
４
） 

花
嫁
・
後
継
者
対
策

　

市
の
出
会
い
創
出
事
業
等
を
活
用
し
、
行
政
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

中
央
会
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
取
組
み
ま
す
。

Ⅱ
．
畜
産
部
門

　

畜
産
部
門
に
つ
き
ま
し
て
は
、
繁
殖
農
家
等
の
支
援
や
各
種
事
業
を
活
用
し
畜

産
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
防
疫
巡
回
等
に
よ
る
家
畜
伝
染
病
の
進
入

防
止
の
指
導
を
行
い
、
防
疫
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
下
記
の

よ
う
な
事
項
に
取
組
み
畜
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

１
．
和　

牛

（
１
）
各
種
補
助
事
業
等
の
活
用
を
勧
め
る
こ
と
で
、
生
産
基
盤
強
化
等
に
取
組

み
ま
す
。

（
２
）
え
び
の
産
種
雄
牛
早
期
利
用
促
進
の
た
め
、
継
続
的
な
支
援
に
取
組
み
ま

す
。

（
３
）
Ｂ
Ｌ
対
策
取
組
推
進
と
清
浄
化
へ
向
け
、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
た
指
導

を
行
い
、
更
新
指
導
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
初
妊
牛
の
計
画
的
な
供
給
を
進
め
る
と
同
時
に
、
優

良
な
子
牛
生
産
体
制
を
確
立
し
、
管
内
の
生
産
基
盤
強
化
に
努
め
ま
す
。

２
．
肥
育
牛

（
１
） 

計
画
的
資
本
投
下
と
経
営
分
析
結
果
に
基
づ
い
た
経
営
指
導
に
よ
り
経
営

安
定
に
努
め
ま
す
。

（
２
） 

新
マ
ル
キ
ン
事
業
の
活
用
及
び
補
助
事
業
等
の
活
用
に
よ
り
、
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

（
３
） 

定
期
的
な
血
液
検
査
を
実
施
継
続
し
、
枝
肉
重
量
・
肉
質
の
向
上
を
図
り

販
売
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
「
宮
崎
牛
」
の
知
名
度
を
上
げ
る
為
、
経
済
連
と
連
携
し
大
消
費
地
へ
の

宣
伝
活
動
に
努
め
ま
す
。

３
．
酪　

農

（
１
）
個
人
毎
の
生
産
計
画
の
把
握
、
事
業
を
活
用
し
た
優
良
育
成
牛
の
作
出
及

び
搾
乳
素
牛
の
導
入
を
行
い
生
乳
生
産
基
盤
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

（
２
） 

自
給
粗
飼
料
の
確
保
状
況
把
握
及
び
作
付
推
進
を
行
い
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
に
努
め
ま
す
。
ま
た
関
係
機
関
と
連
携
し
粗
飼
料
に
関
す
る
病
害
虫
対
策

を
行
い
ま
す
。

（
３
）
乳
用
雌
廃
用
牛
や
乳
肥
育
牛
、
和
牛
受
精
卵
産
子
の
有
利
販
売
と
肉
用
子

牛
価
格
安
定
基
金
の
活
用
に
よ
り
、
経
営
基
盤
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

（
４
）
継
続
的
な
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
酪
農
経
営
に
努

め
ま
す
。

（
５
）
関
係
機
関
、
経
済
連
と
連
携
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
に
基
づ
く

安
全
・
安
心
な
生
乳
生
産
の
取
組
と
定
期
巡
回
に
よ
る
良
質
乳
生
産
、
ま
た
、

指
導
体
制
の
集
約
に
向
け
た
取
組
み
に
努
め
ま
す
。

４
．
養　

豚

（
１
）
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
を
図
り
、
計
画
的
出
荷
、
品
質
の
安
定
に
努
め
ま

す
。

（
２
） 
計
画
的
な
種
豚
導
入
を
図
り
、
生
産
性
の
安
定
、
所
得
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

（
３
）
生
産
か
ら
販
売
ま
で
完
結
し
た
販
売
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
（
生
産
性
分
析
）
の
効
率
的
な
活
用
を
行
い
ま
す
。
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（
５
）
飼
養
衛
生
管
理
の
徹
底
を
行
い
、
豚
熱
等
疾
病
対
策
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

（
６
）
経
済
連
、
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
経
営
指
導
に
努
め
ま
す
。

５
．
鶏　

卵

（
１
）
飼
料
設
計
等
の
見
直
し
を
行
い
、
品
質
の
安
定
、
製
造
原
価
低
減
を
図
り

ま
す
。

（
２
）
各
種
補
助
事
業
等
を
活
用
し
、
鶏
舎
の
環
境
改
善
並
び
に
生
産
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。 

（
３
）
鳥
獣
害
対
策
を
行
い
、
野
生
動
物
、
野
鳥
の
侵
入
防
止
を
図
り
防
疫
対
策

を
徹
底
し
ま
す
。 

（
４
）
経
済
連
と
一
体
と
な
り
、
販
売
、
供
給
体
制
強
化
に
努
め
ま
す
。 

６
．
各
部
門
共
通

（
１
）
生
産
基
盤
の
維
持
強
化
の
た
め
、
各
種
補
助
事
業
の
活
用
や
専
業
化
へ
の

誘
導
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
飼
養
衛
生
基
準
の
遵
守
と
自
主
防
疫
の
指
導
の
徹
底
を
行
い
ま
す
。

（
３
）
研
修
会
等
へ
の
積
極
的
参
加
の
誘
導
に
よ
る
管
理
技
術
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

（
４
）
関
係
機
関
と
連
携
し
て
畜
産
物
の
消
費
拡
大
運
動
を
行
い
ま
す
。

Ⅲ
．
組
織
・
教
育
・
農
政
・
広
報
部
門

１
．
青
年
部

（
１
）
え
び
の
市
農
業
担
い
手
と
し
て
、
パ
イ
オ
ニ
ア
制
度
研
修
（
協
同
組
合
の

原
点
を
見
つ
め
直
す
研
修
）
を
始
め
と
す
る
各
種
研
修
会
に
参
加
し
、
Ｊ
Ａ

青
年
部
の
政
策
・
方
針
集
（
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
）
を
活
用
し
た
勉
強
会
を
実

施
し
ま
す
。

（
２
）
青
年
部
員
加
入
促
進
に
取
組
み
、
組
織
活
動
充
実
お
よ
び
強
化
に
努
め
ま

す
。

（
３
）
中
央
会
主
催
の
研
修
会
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
農
協
運
営
へ
の
意
思
反

映
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
地
産
地
消
運
動
・
食
農
教
育
活
動
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
食
と
農

の
文
化
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
ま
す
。

（
５
）
Ｊ
Ａ
主
催
、
中
央
会
主
催
等
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
努
め
ま
す
。

２
．
女
性
部

（
１
）
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
研
修
会
を
実
施
し
て
Ｊ
Ａ
運
営
参
画
を
促
進
し
、
世
代

別
・
多
目
別
活
動
の
充
実
強
化
を
図
り
な
が
ら
魅
力
あ
る
活
動
と
仲
間
づ
く

り
に
取
組
み
ま
す
。

（
２
）
助
け
合
い
活
動
の
充
実
と
役
職
員
参
加
の
介
護
予
防
教
室
の
開
催
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
・
啓
発
活
動
・
各
種
定
期
健
診
を
行
政
と
連
携
を
図
り
実
施

し
ま
す
。

（
３
）
生
活
館
夢
工
房
は
Ｊ
Ａ
女
性
部
活
動
施
設
と
し
て
共
同
購
入
品
・
一
般
資

材
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

３
．
教
育
・
農
政
・
広
報
活
動

（
１
）
他
国
と
の
貿
易
協
定
等
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
確
立
と
農

業
所
得
の
向
上
の
た
め
、
地
域
実
態
に
あ
っ
た
現
場
の
声
を
農
業
政
策
に
反

映
で
き
る
農
政
運
動
の
充
実
・
強
化
に
取
組
み
ま
す
。

（
２
）
Ｊ
Ａ
広
報
誌
に
身
近
な
内
容
を
掲
載
し
、
情
報
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

（
３
）
組
合
員
教
育
の
一
環
と
し
て
、
日
本
農
業
新
聞
の
購
読
に
努
め
る
と
と
も

に
、
新
採
用
職
員
に
対
し
農
業
新
聞
記
事
を
活
用
し
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
組
織
へ

の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
取
組
み
、
家
の
光
三
誌
等
の
普
及
・
活
用
に
よ
る

教
育
文
化
活
動
の
取
組
み
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
総
代
研
修
会
・
農
事
推

進
部
長
研
修
会
・
総
合
座
談
会
の
継
続
開
催
と
、
地
元
中
学
生
・
高
校
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的
に
受
入
れ
食
農
教
育
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
会
が
主
催
す
る
階
層
別
研
修
会
、
Ｊ
Ａ
戦
略
型
人
材
育
成

研
修
会
へ
継
続
計
画
的
に
派
遣
し
、
次
世
代
を
担
う
職
員
の
育
成
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
資
格
試
験
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
る
自
己
研
鑽
に
努
め
ま
す
。
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Ⅳ
．
農
家
経
営
体
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

（
１
）
認
定
農
業
者
、
農
業
後
継
者
等
を
中
心
に
中
央
基
本
コ
ン
サ
ル
・
地
域
面

談
コ
ン
サ
ル
を
適
時
に
実
施
し
、
経
営
支
援
強
化
に
取
組
み
ま
す
。

（
２
）
記
帳
講
習
会
や
税
務
研
修
会
を
開
催
し
、
青
色
申
告
の
重
要
性
・
必
要
性

を
説
明
し
て
新
規
認
定
就
農
者
や
青
年
部
を
中
心
に
加
入
促
進
を
行
い
会
員

拡
大
に
努
め
ま
す
。

（
３
）
各
種
、
節
税
特
例
を
有
効
活
用
し
た
指
導
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
農
業
経
営
者
組
織
協
議
会
の
一
般
記
帳
会
員
か
ら
電
算
記
帳
会
員
へ
の
切

り
替
え
を
進
め
、
会
員
の
経
理
負
担
軽
減
と
申
告
事
務
の
円
滑
化
を
進
め
ま

す
。

（
５
）
ｅ

−

Ｔ
Ａ
Ｘ
青
色
申
告
特
別
控
除
（
65
万
円
控
除
）
の
普
及
推
進
に
努
め

ま
す
。

　

販　

売　

事　

業

１
．
農　

産

　

令
和
４
年
産
米
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
取
引
先
と
の

信
頼
関
係
を
最
大
限
に
生
か
し
、
取
引
量
販
店
へ
の
供
給
が
滞
ら
な
い
よ
う
努
め
、

特
Ａ
産
地
の
強
み
を
生
か
し
令
和
５
年
産
米
に
繋
げ
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。
ま

た
安
全
・
安
心
・
美
味
い
『
え
び
の
産
ひ
の
ひ
か
り
』
の
ブ
ラ
ン
ド
維
持
向
上
に

努
め
ま
す
。

（
１
）
量
販
店
・
飲
食
店
と
の
関
係
を
密
に
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
整
え
、

販
売
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
「
え
び
の
産
ひ
の
ひ
か
り
」
の
ブ
ラ
ン
ド
維
持
向
上
に
取
組
み
、
行
政
と

一
体
と
な
っ
た
販
促
活
動
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
経
済
連
と
連
携
し
宮
崎
県

農
産
物
と
し
て
位
置
付
け
強
化
に
取
組
み
ま
す
。

（
３
） 

安
全
・
安
心
を
基
本
に
、
品
質
、
食
味
の
安
定
し
た
も
の
を
供
給
し
、

「
顔
の
見
え
る
」
販
売
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
系
統
販
売
に
よ
る
蕎
麦
の
契
約
を
前
提
に
地
産
地
消
も
取
入
れ
た
販
売
強

化
に
努
め
ま
す
。

２
．
園　

芸

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
燃
油
や
資
材
等
の
高
騰
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
販
売
環
境
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
集
中
豪
雨
・
干
ば

つ
・
猛
暑
等
の
異
常
気
象
の
影
響
や
新
型
の
病
害
の
発
生
に
よ
る
生
育
不
良
な
ど
、

外
的
要
因
の
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
経
済
連
や
市
場
、

そ
の
他
販
売
先
と
連
携
し
、
実
需
者
及
び
消
費
者
ニ
ー
ズ
並
び
に
生
産
者
ニ
ー
ズ

を
掴
み
な
が
ら
、
新
た
な
販
路
の
開
拓
や
販
売
方
法
に
取
組
み
、
生
産
者
所
得
の

確
保
・
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
１
）
経
済
連
及
び
各
営
業
所
と
連
携
強
化
に
よ
る
関
西
・
九
州
地
区
へ
の
販
売

先
確
保
に
取
組
み
ま
す
。

（
２
）
業
務
加
工
向
け
取
引
先
へ
の
安
定
供
給
を
行
う
と
共
に
、
新
た
な
販
売
先

の
開
拓
並
び
に
出
荷
方
法
の
提
案
を
行
い
、
生
産
者
所
得
の
確
保
・
拡
大
に

努
め
ま
す
。

（
３
）
系
統
並
び
に
系
外
取
引
、
ま
た
買
取
販
売
の
拡
充
を
積
極
的
に
行
い
、
販

売
先
の
確
保
・
拡
大
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
部
会
と
連
携
し
た
新
た
な
産
地
情
報
の
提
供
及
び
販
売
営
業
活
動
を
進
め
、

え
び
の
産
農
産
物
の
認
知
度
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
５
）
行
政
と
一
体
と
な
っ
た
産
地
化
拡
大
推
進
を
進
め
、
え
び
の
産
農
産
物
の

認
知
度
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
６
）
年
間
を
通
し
て
、
ふ
れ
愛
市
場
等
に
よ
る
地
産
地
消
の
拡
大
と
会
員
の
拡

大
お
よ
び
供
給
体
制
の
強
化
に
取
組
み
ま
す
。

３
．
畜　

産

　

生
産
基
盤
の
強
化
と
生
産
性
の
強
化
に
努
め
、
飼
料
自
給
率
の
向
上
等
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
を
行
い
所
得
向
上
と
安
全
・
安
心
を
基
本
と
し
た
畜
産
物
の
生
産
及

び
販
売
対
策
に
取
組
み
ま
す
。
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４
．
道
の
駅
え
び
の

（
１
）
観
光
会
社
等
へ
の
営
業
活
動
強
化
と
行
政
・
出
荷
者
と
連
携
を
図
り
、

「
道
の
駅
え
び
の
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ェ
ア
開
催
の
案
内
等
の
広
報

活
動
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
地
域
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
地
産
地
消
を
目
指
し
た
新
た
な
品
目
（
果
樹
）
へ
の
取
組
み
を
行
い
、

「
道
の
駅
え
び
の
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

（
５
）
「
足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
」
で
の
物
産
販
売
に
よ
る
地
域
貢
献
を
図
り
ま

す
。

　

購　

買　

事　

業

１
．
生
産
資
材

　

飼
料
・
肥
料
・
農
薬
な
ど
、
原
油
価
格
の
高
騰
等
で
依
然
と
し
て
輸
入
原
料
は

高
値
で
推
移
し
過
去
に
無
い
高
値
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
る
農
業
従
事
者
の
減
少
す
る
中
、
生
産
基
盤
の
維
持
拡
大
・
生
産
性
向

上
を
主
軸
と
し
て
生
産
・
労
力
コ
ス
ト
の
低
減
に
よ
る
所
得
増
大
に
努
め
農
家
の

経
営
安
定
の
た
め
、
系
統
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
ま
す
。

（
１
）
経
済
連
と
連
携
を
強
化
し
バ
ラ
・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
の
普
及
と
系
統
配
合
飼
料

の
利
用
促
進
に
よ
る
安
定
経
営
や
生
産
コ
ス
ト
削
減
と
労
力
の
削
減
に
努
め

ま
す
。

（
２
）
中
核
農
家
や
大
口
農
家
及
び
法
人
経
営
体
へ
の
出
向
く
体
制
作
り
と
指
導

購
買
を
基
本
に
積
極
的
推
進
や
予
約
率
を
高
め
大
口
一
括
仕
入
れ
に
よ
る
価

格
対
策
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
肥
料
の
普
及
等
に
よ
り
低
コ
ス
ト
化
に
努
め
ま

す
。

（
３
）
秋
ウ
ン
カ
対
策
に
新
し
く
導
入
し
た
水
稲
苗
箱
施
薬
剤
の
利
用
推
進
と
無

人
ヘ
リ
に
よ
る
水
稲
の
適
期
防
除
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
・
大
型
規
格
農
薬

の
普
及
拡
大
で
の
労
力
軽
減
・
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
定
期
的
な
市
況
調
査
の
実
施
に
よ
り
、
生
産
資
材
価
格
の
見
直
し
を
経
済

連
と
協
議
し
改
善
し
ま
す
。

（
５
）
予
約
率
の
向
上
を
図
り
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
経
営
、
統
廃
合
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
ま
す
。

（
６
）
専
門
技
術
取
得
講
習
会
に
参
加
し
専
門
的
知
識
の
習
得
や
資
格
取
得
に
努

め
、
品
目
毎
の
肥
料
施
肥
量
や
農
薬
の
使
用
基
準
遵
守
及
び
安
全
使
用
な
ど

窓
口
で
の
接
客
技
術
向
上
を
図
り
ま
す
。

２
．
燃
料
（
給
油
所
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
）

（
１
）
給
油
所
事
業
は
地
域
に
密
着
し
た
給
油
所
を
目
指
し
、
組
合
員
な
ら
び
に

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
店
舗
美
化
の

徹
底
、
営
農
用
燃
料
の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

①
月
別
推
奨
商
品
（
オ
イ
ル
・
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
ワ
イ
パ
ー
）
を
設
定

し
、
油
外
商
品
の
拡
大
に
よ
る
利
用
客
の
増
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
オ
ー
プ
ン
ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
よ

り
笑
顔
で
満
足
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

③
営
農
用
燃
料
（
軽
油
・
Ａ
重
油
）
を
予
約
配
達
と
し
て
、
計
画
的
な
配
達
と

利
用
状
況
を
把
握
し
、
燃
料
タ
ン
ク
の
有
効
活
用
と
安
定
的
な
供
給
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
Ｌ
Ｐ
事
業
は
、
利
用
者
の
高
齢
化
と
オ
ー
ル
電
化
設
備
の
増
加
に
よ
り

利
用
者
数
が
減
少
す
る
中
、
高
効
率
ガ
ス
器
具
・
リ
ー
ス
契
約
に
よ
る
ガ
ス

給
湯
器
の
普
及
拡
大
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
契
約
世
帯
全
戸
に
ガ
ス

キ
ャ
ッ
チ
を
設
置
し
、
24
時
間
の
見
守
り
体
制
に
よ
り
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安
全
安

心
な
利
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
農
機
自
動
車
修
理
整
備
セ
ン
タ
ー

（
１
）
農
業
機
械
は
、
各
種
補
助
事
業
の
活
用
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
取
組
む
低
コ

ス
ト
農
機
の
普
及
推
進
な
ら
び
に
中
古
農
機
の
斡
旋
転
売
や
農
機
レ
ン
タ
ル
事
業

の
普
及
拡
大
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
農
閑
期
を
活
用
し
た
ア
フ
タ
ー
訪
問
を
行
い
、
農
機
の
点
検
整
備
や
必
要
に
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応
じ
た
農
機
の
更
新
等
、
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

②
農
機
レ
ン
タ
ル
事
業
の
普
及
拡
大
に
よ
り
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

③
機
械
ク
ラ
ブ
会
員
拡
大
を
図
り
、
各
自
治
会
で
の
整
備
会
を
通
じ
て
安
全
作

業
・
農
作
業
事
故
防
止
の
啓
発
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
自
動
車
事
業
は
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
協
賛
に
よ
る
展
示
会
等
の
開
催
に
よ
り
、

顧
客
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
販
売
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
整
備
工
場
に
つ
い
て
は
、

整
備
士
の
技
術
向
上
を
図
り
、
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
整
備
工
場
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

①
オ
ー
ト
パ
ル
え
び
の
を
拠
点
と
し
、
新
型
車
や
中
古
車
情
報
の
提
供
を
行
い
、

販
売
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

②
各
種
研
修
会
へ
の
参
加
に
よ
り
整
備
技
術
の
向
上
と
車
検
整
備
に
伴
う
顧
客

の
満
足
度
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
．
生
活
資
材

（
１
）
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
商
品
の
Ｐ
Ｒ
・
提
案
、
カ
タ
ロ
グ
予
約

販
売
や
展
示
会
の
開
催
に
よ
る
生
活
関
連
資
材
の
普
及
拡
大
と
安
定
供
給
に

努
め
ま
す
。

（
２
）
専
任
職
員
に
よ
る
耐
久
資
材
（
太
陽
熱
温
水
器
・
ボ
イ
ラ
ー
・
瓦
・
シ
ロ

ア
リ
駆
除
等
）
や
組
合
員
の
健
康
管
理
に
必
要
な
医
療
・
健
康
器
具
の
普
及

拡
大
に
努
め
ま
す
。

（
３
）
Ｊ
Ａ
葬
祭
担
当
者
と
連
携
を
図
っ
た
忌
明
品
の
シ
ェ
ア
率
向
上
と
ギ
フ
ト

商
品
（
忌
明
け
・
お
中
元
・
お
歳
暮
・
快
気
祝
）
取
扱
い
の
拡
大
と
シ
ェ
ア

率
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
全
職
員
に
よ
る
サ
ン
Ａ
ジ
ュ
ー
ス
の
消
費
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

信　

用　

事　

業

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
宮
崎
中
期
戦
略
に
基
づ
く
農
業
と
地
域
・
利
用
者
を
つ
な
ぐ
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
地
域
・
社
会
貢
献
に
取
組
み
、
さ
ら
に
基
盤
イ
ン
フ
ラ
等
を

行
う
こ
と
で
利
用
者
か
ら
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る
金
融
機
関
を
目
指
し
ま
す
。

１
．
貯
金

（
１
）
県
下
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
活
用
し
、
組
合
員
利
用
者
へ
の
良
質
な
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
「
集
ま
る
貯
金
」
を
推
進
し
ま
す
。

（
２
）
年
金
友
の
会
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
を
広
く
啓
発
す
る
た
め
、
組
織
活
動
の
充

実
及
び
会
員
向
け
広
報
の
発
行
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
年
金
振
込
口
座
獲

得
に
取
組
み
貯
金
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

（
３
）
Ｊ
Ａ
と
未
取
引
の
若
年
層
を
対
象
と
し
た
給
料
振
替
・
口
座
振
替
等
の
付

帯
取
引
拡
大
を
図
り
顧
客
の
基
盤
強
化
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
窓
口
の
混
雑
軽
減
と
公
平
性
を
期
す
る
た
め
発
券
機
を
設
置
し
、
更
な
る

窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

２
．
融
資

（
１
） 

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
資
金
の
情
報
提
供
を
行
い
、
認
定
農
家
、
担

い
手
経
営
体
及
び
農
業
法
人
を
対
象
に
営
農
部
門
と
連
携
し
た
継
続
的
な
訪
問
活

動
を
行
い
顧
客
対
応
力
強
化
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
申
込
受
付
業
務

（
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
ロ
ー
ン
）
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
健
全
性
確
保
の
た
め
経
営
基
盤
強
化
、
リ
ス
ク
管
理
態
勢
強
化
お
よ
び
法

令
遵
守
・
利
用
者
保
護
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
全
職
員
に
よ
る
ロ
ー
ン
等
の
推
進
を
積
極
的
に
展
開
し
貸
出
残
高
の
伸
長

に
努
め
ま
す
。

（
５
）
生
産
資
材
等
の
価
格
高
騰
を
見
据
え
事
業
継
続
に
必
要
な
資
金
対
応
に
努

め
ま
す
。 
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（
６
）
災
害
等
の
発
生
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
組
合
員
へ
の
迅
速
な
資
金
対

応
に
努
め
ま
す
。

３
．
共
通

（
１
）
高
度
化
、
多
様
化
し
て
い
る
業
務
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
研
修
会
へ

の
参
加
、
通
信
教
育
の
積
極
的
受
講
及
び
職
員
相
互
研
修
等
を
活
用
し
た
人

材
育
成
と
職
員
の
更
な
る
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。  

（
２
）
信
用
事
業
担
当
者
向
け
研
修
会
の
開
催
等
に
よ
り
店
舗
で
の
更
な
る
窓
口

サ
ー
ビ
ス
強
化
を
図
り
、
利
用
者
の
満
足
度
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
３
）
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
等
を
掲
載
し
、
内

容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
農
業
振
興
に
結
び
付
く
金
融
商
品
の
普
及
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

共　

済　

事　

業

　

Ｊ
Ａ
共
済
は
、
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま｣

の
総
合
保
障
の
提
供
を
通
じ
て
組

合
員
・
利
用
者
の
保
障
・
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め
、
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
中

心
と
し
た
３
Ｑ
訪
問
活
動
に
よ
る
保
障
点
検
を
強
化
し
、
地
域
に
寄
り
添
っ
た
共

済
事
業
実
施
体
制
の
構
築
と
定
着
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
普　

及　

活　

動

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
「
安
心
」
と
「
満
足
」
を
提
供
す

る
た
め
長
期
共
済
新
契
約
目
標
60
億
８
，
５
５
１
万
円
を
設
定
し
、
普
及
活

動
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
Ｊ
Ａ
共
済
代
理
店
連
絡
協
議
会
と
連
携
を
図
り
、
Ｗ
ダ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
自
動
車
・
自
賠
責
拡
大
運
動
）
を
展
開
し
、
自
動
車
共
済
７
，

３
０
０
台
・
自
賠
責
共
済
５
，
４
５
０
台
の
目
標
を
設
定
し
、
普
及
活
動
に

努
め
ま
す
。

２
．
保　

全　

活　

動

（
１
）
組
合
員
・
利
用
者
と
の
更
な
る
信
頼
関
係
の
構
築
を
目
指
し
て
窓
口
対
応

の
強
化
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
正
確
・
迅
速
・
丁
寧
な
引
受
・
支
払
査
定
体
制
の

構
築
に
努
め
ま
す
。

３
．
自
動
車
損
害
査
定

（
１
）
ご
契
約
者
の
満
足
度
向
上
の
た
め
、
安
心
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
迅
速
・
丁

寧
な
現
場
対
応
な
ら
び
夜
間
・
休
日
現
場
急
行
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

４
．
地
域
貢
献
活
動

（
１
）
地
域
と
の
つ
な
が
り
強
化
に
向
け
た
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
産
業
文
化

祭
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
・
交
通
安
全
啓
発
活
動
・
女
性
部
と
連
携
し
た
集
団

検
診
実
施
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

総　
　

務

１
．
「
財
務
諸
表
の
正
確
性
、
内
部
監
査
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
経
営
者
責
任
の

明
確
化
」
に
つ
い
て
、
各
部
門
と
連
携
し
て
今
年
度
も
取
組
み
ま
す
。

２
．
全
国
一
律
の
会
計
基
準
（
収
益
認
識
会
計
基
準
等
）
を
適
用
し
、
組
合
員
皆

様
へ
情
報
開
示
を
行
い
ま
す
。

３
．
人
材
確
保
の
た
め
、
職
員
募
集
活
動
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

４
．
基
本
理
念
・
経
営
理
念
・
行
動
指
針
・
役
職
員
宣
言
の
実
践
を
図
り
、
組
合

員
を
は
じ
め
地
域
に
貢
献
で
き
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
ま
す
。

５
．
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
す
す
め
、
職
場
環
境
の
充
実
と
、
ス
ト
レ
ス



（28）令和５年６月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

６
．
働
き
方
改
革
を
実
施
し
ま
す
。

７
．
内
部
統
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
事
務
手
続
を
継
続
し
、
個
人
情
報
と
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
遵
守
に
引
き
続
き
取
組
み
ま
す
。

８
．
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
引
き
続
き
実
践
し
ま
す
。

９
．
「
県
域
Ｊ
Ａ
」
設
立
に
向
け
て
、
組
合
員
へ
の
説
明
会
の
開
催
、
合
併
経
営

計
画
書
な
ら
び
に
合
併
契
約
書
の
承
認
の
た
め
理
事
会
お
よ
び
合
併
臨
時
総
会

を
開
催
し
て
参
り
ま
す
。

　

監　
　

査

　

法
令
遵
守
等
の
状
況
お
よ
び
内
部
統
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
定
着
状
況
に
つ
い
て
確

認
を
行
い
、
ま
た
、
業
務
執
行
や
会
計
処
理
の
改
善
点
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
方

法
を
示
唆
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
務
保
全
、
経
営
の
合
理
化
、
業
務
の
改
善
、
能

率
増
進
を
図
り
ま
す
。

１
．
全
国
一
律
の
会
計
基
準
適
用
に
基
づ
く
会
計
処
理
等
に
つ
い
て
、
計
画
的
・

定
期
的
に
内
部
監
査
（
マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
リ
ス
ク
管
理
態
勢
含
む
）
を

実
施
し
、
問
題
点
の
指
摘
と
改
善
方
法
の
提
言
を
行
い
ま
す
。

２
．
内
部
監
査
担
当
者
の
資
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

３
．
財
務
諸
表
の
正
確
性
に
つ
い
て
の
内
部
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

４
．
信
用
事
業
事
務
管
理
態
勢
の
充
実
・
強
化
に
向
け
た
取
組
み
に
か
か
る
整
備

状
況
及
び
貯
金
者
デ
ー
タ
整
備
状
況
の
確
認
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

５
．
内
部
統
制
運
用
状
況
の
確
認
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

６
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
状
況
の
確
認
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

７
．
Ｊ
Ａ
内
部
監
査
基
準
に
基
づ
き
指
摘
事
項
の
改
善
状
況
確
認
監
査
を
実
施
し

ま

８
．
資
産
自
己
査
定
の
確
認
監
査
を
行
い
ま
す
。

９
．
内
部
監
査
の
品
質
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

10
．
中
央
会
業
務
監
査
に
帯
同
し
、
事
務
処
理
の
統
制
確
認
を
行
い
ま
す
。

11
．
監
事
監
査
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

12
．
常
勤
監
事
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会
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（33） 第５４２号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

主催 /県下ＪＡ及びＪＡ宮崎経済連　
協賛 /JA全農・宮崎県農協農業機械技術指導員協議会・宮崎県系統メーカー会・農機メーカー・自動車ディーラー

目玉商品多数！
展示内容

農機及び関連資材・省エネ機器
担い手対策機器・中古農機
農機レンタル・営農車等

ご来場者様には ご成約者様に

記念品贈呈！ 特典あり！

～最新の農業機械を多数展示～

7/6 .7 .8T
H
U

F
R
I

S
A
T

9：00～15：00
雨天決行

JAビッグフェア

イオンモール宮崎
北側駐車場

JABIGFAIR2023
7/6 .7 .8T

H
U

F
R
I

S
A
T

キッチンカー
出店

キッチンカー
出店

美味しいもの
が大集合！

イオンモール宮崎
北側駐車場

イオン
モール
宮崎

会場案内図 自家用車でご来場のお客様はイオンモール
宮崎の駐車場をご利用ください



（34）令和５年６月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　ＪＡえびの市の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円はＪＡえびの市への出
　　　　　　　　　　資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中
両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。 えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹

葬儀社社員 大募集！！
㈱ジェイエイえびの市葬祭では、正社員を募集しています。
賃金は？仕事内容は？職場環境は？などなど気になることは
なんでも！お尋ねください。（電話・リモートでも質問を受け付けます）
　　　　　　㈱ジェイエイえびの市葬祭　☎ 0984-35-0727 ㈹ ja-ebino.com



（35） 第５４２号 JA広報

さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

1
年
で
一
番
昼
が
長
い
日

2　

徳
川
家
康
が
晩
年
を
過
ご

し
た
―
―
城

3　

不
動
産
会
社
が
売
買
す
る

も
の
の
1
つ

5　
『
落
穂
拾
い
』
や
『
晩
鐘
』

を
描
い
た
画
家

6　

奈
良
や
鎌
倉
の
も
の
が
有
名

8　

テ
ッ
セ
ン
と
も
呼
ば
れ
る

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
花

11　

相
撲
取
り
が
踏
み
ま
す

12　

抑
揚
の
な
い
せ
り
ふ
回
し
は

13　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ゴ
ー

ヤ
ー
が
多
く
出
回
る
季
節

15　

弁
当
箱
に
ご
飯
と
一
緒
に

詰
め
ま
す

16　

―
―
コ
ー
ト
、
―
―
ブ
ー
ツ

19　

円
周
率
を
表
す
文
字

20　

ネ
タ
と
シ
ャ
リ
で
作
り
ま
す

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

招
く
側
が
ホ
ス
ト
な
ら
、

招
か
れ
る
側
は

4　

タ
マ
ネ
ギ
を
切
る
と
出
る

こ
と
も

7　

建
て
た
ば
か
り
の
建
物
の

こ
と

9　

数
字
の
ゼ
ロ
を
日
本
語
で

い
う
と

10　

サ
ー
ブ
→
―
―
→
ト
ス
→

ア
タ
ッ
ク

13　
「
海
鼠
」
と
書
く
生
き
物

14　

置
き
時
計
は
ク
ロ
ッ
ク
、

腕
時
計
は

17　

仕
事
や
用
事
が
な
い
空
き

時
間
の
こ
と

18　

コ
シ
ョ
ウ
、
ナ
ツ
メ
グ
、

シ
ナ
モ
ン
な
ど

21　

プ
ー
ル
の
授
業
の
と
き
に

着
ま
す

22　

領
収
書
に
収
入
―
―
を

貼
っ
た

５
月
号
の
当
選
者

５
月
号
の
答
え
は「
ア
マ
リ
リ

ス
」で
し
た
。正
解
者
12
人
の
中

か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
奥　
　
　

美
智
子（
飯　

野
）

▽
水　

迫　

幸　

子（
加
久
藤
）

▽
上
谷
川　

順　

子（
加
久
藤
）

▽
原　

山　

正　

昭（
真　

幸
）

▽
境　

田　
　
　

歩（
真　

幸
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

６
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
７
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
ご
ま
あ
え
の
素
と
塩
こ
う

じ
パ
ウ
ダ
ー
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

3年 5年 固定金利も

お取り扱いしています

最大で
年0.45％

引下げ

年1.10％

年1.55％

【固定変動選択型】
10年固定金利

がん 脳卒中
急性心筋梗塞

死亡・後遺障害保障に加え
所定の状態と診断されたら

住宅ローン
残高が 0円に

対象住宅ローンの金利に

＋年0.06％上乗せでOK！
※実際の融資金利はお近くのＪＡ窓口までおたずねください

令和5年2月1日(水)～令和6年1月31日(水)取扱
期間三大疾病保障付

ＪＡ住宅ローン サポート３

お問い合わせは
融資センター 35-1212
本店金融課 33-3103

＋

1.16％
合わせて

エーコープ
「ごまあえの素」
「塩こうじパウダー」

2点セット!!
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え　び　の 令和５年６月５日発行 （36）

広
報

Ｊ
Ａ

え
び

の
〈
発
行
〉
〒
889-4311　

宮
崎
県
え
び
の
市
大
字
大
明
司
1061-1　

え
び
の
市
農
業
協
同
組
合
　
　
　
　
　
　
　
〈
編
集
〉
総
務
課
　
　
令
和
５
年
６
月
５
日
発
行

行　　事　　予　　定
令和５年６月１２日～７月１０日

　

５
月
25
日
、
本
店
で
理
事
会
を
開
催

し
、
す
べ
て
の
審
議
事
項
・
協
議
事
項

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
令
和
４
年
度
決
算
に
係
る
監
事
監
査

指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

■
令
和
５
年
度
第
１
四
半
期
事
業
実
績

検
討
に
つ
い
て

■
Ｊ
Ａ
畜
産
経
営
継
承
支
援
事
業
に
か

か
る
固
定
資
産
の
取
得
、
物
品
売
買

契
約
の
締
結
、
畜
舎
施
設
等
賃
貸
借

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

■
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
第
16
回
総
代
選
挙
に

つ
い
て 

■
令
和
５
年
度
各
理
事
の
報
酬
額
に
つ

い
て 

■
令
和
４
年
度
版
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
大
口
与
信
先
上
位
30
先
に
つ
い
て

■
包
括
承
認
さ
れ
た
利
益
相
反
取
引
後

の
報
告
に
つ
い
て

■
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
体

制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告｣

｢

Ｊ
Ａ

の
経
営
状
況
に
関
す
る
事
項
の
報
告｣

に
つ
い
て

■
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

■
本
店
玄
関
外
壁
改
修
工
事
の
完
了
に

つ
い
て 

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て 

■
み
の
り
監
査
法
人
と
の
監
査
契
約
書

に
つ
い
て 

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て 

■
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ

の
令
和
５
年
度
第
１
四
半
期
事
業
実

績
に
つ
い
て

■
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭
の
令

和
５
年
度
第
１
四
半
期
事
業
実
績
に

つ
い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

６

12 月 ふれあい日
13 火 ＪＡ－ＳＳ感謝セール
14 水 子牛セリ市（～１６日）
18 日 グリーンセンター・ＭＣ営業

20 火

道の駅えびの休業日
廃プラ集積日（塩化ビニール）
ＪＡ宮崎経済連和牛枝肉共進会
県下一斉消毒の日

21 水 生産資材特売会
22 木 オーツヘイ即売会

23 金 ＪＡ－ＳＳ感謝セール
ＢＬ採血

25 日 グリーンセンター・ＭＣ営業

28 水 耳標装着
年金友の会会員旅行（大分）（～２９日）

29 木 成牛セリ市（妊娠牛）
盆提灯展示会（夢工房）（～７/ ２日）

30 金 耳標装着

７

3 月 ＪＡ－ＳＳ感謝セール
畜産共進会西諸二次予選（種牛の部）

4 火 生産検査
5 水 生産検査

6 木 生産検査
ＪＡビッグフェア（～８日）

7 金 ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（９月セリ市分）

9 日 成牛セリ市・妊娠牛・乳子牛・
和牛ＥＴセリ市

10 月 ふれあい日
和牛登録検査


